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１．研究目的･内容 
近畿大学農学部で開発した｢空間遮蔽のための静電気工学技術－静電場スクリーン：ヒトと農作物

を守る新技術｣を著書として刊行する。 

農作物を病気や害虫の被害から守るためには様々な防除技術が必要となるが、有効な防除技術

を開発するためには生物・物理・化学の諸技術を駆使し、それらを有機的に組み合わせた総合的

防除システムを構築する必要がある。このような学問・研究の分野を植物防御システム工学と名

付け、微力ながらその発展と普及に努めてきた。本書で紹介する静電場スクリーンはまさにこの

考え方に立つもので、総合的防除戦略の基本技術と位置付けている。静電場スクリーンはその名

のとおり静電気工学理論を活用した空間遮蔽技術であり、防護空間に病原体胞子や飛翔害虫を入

れない静電バリヤの働きをする。静電場スクリーンの優れた「外敵」侵入阻止能を考えると、そ

の適用範囲は非常に広い。例えば、農業の生産現場ではとりわけ施設栽培農業に多大の恩恵をも

たらす。栽培植物は年間を通して多くの病害虫の攻撃を受けるため、その防除には殺菌剤や殺虫

剤の使用が不可欠である。そこで、病害虫の施設内侵入を阻止できれば、無農薬や減農薬栽培は

可能となる。一方、病害虫による農作物被害は栽培時だけの問題ではない。実際には、安全な農

作物およびその加工品が消費者の手に渡るまでの全段階で有効な病害虫対策が必要である。収穫

した農作物の主要なステージは貯蔵と加工であるが、この過程では化学農薬の散布は法律で認め

られていない。特に低温貯蔵しない農作物、例えば乾燥穀類（コメやコムギ粉）の貯蔵では貯穀

害虫の侵入が非常に深刻な問題となる。これらの害虫は野外から侵入するだけでなく、一端侵入

した害虫は倉庫内の通風・換気施設内に住み続けるので完全に駆除することが極めて困難である。

生鮮野菜・果実の加工場では果菜の香気に誘引されてハエ類の侵入が頻繁に起こる。特に小形の

ハエは防虫網を通過して侵入するが、体表に人体病原菌（例えば、病原性大腸菌）を付着したハ

エが侵入した例も報告されている。このような場合には病原菌が加工中の果実や野菜類の搾汁液

で急速に増殖するため、極めて危険な食品汚染・食中毒の問題を引き起こすことになる。 

以上の観点からも病害虫の侵入防止技術は最大の防除対策となる。微小生物によるヒトの健康

被害は病害虫だけによるものではない。特に、我が国では春先に飛散するスギ・ヒノキの花粉に

よるアレルギー発症（花粉症）が深刻な社会問題となっている。この場合も良好な通気性ととも

に花粉の屋内進入を防止できる装置があれば、花粉飛散時期における生活環境の改善と健康の維

持に大きく貢献することを強調したい。 

 

 

 

 
 
 



２．研究経過及び成果 
本書は、B5版の上製本（ハードカバー）で、総頁数は和文 245頁である。１章から７章で構成

され、巻末の参考資料には、研究成果として、取得済みの特許と現在公開中の特許について、そ

の内容を記載した。また、本書は、刊行助成により、一般社団法人農山漁村文化協会（東京都港

区赤坂）から 400 冊を印刷・刊行した。さらに、３月１０日、ルーラルブックス電子図書館に登

録され、｢静電場スクリーンによる農作物防除システム－空間遮蔽のための静電気工学入門｣とし

て、書店に並ぶと同時にインターネットでも一般読者に販売されている。販売価格は 3,800 円（消

費税抜き）であり、経費の詳細は添付の見積書に記載されたとおりである。 

 

【本書の構成】 

はじめに 

１章 静電気工学を利用した静電場スクリーンの開発 

１．静電気学の基本事項 

２．静電場スクリーンの発想と社会的必要性 

２章 静電場スクリーンのためのモデル病害虫と標的生物 

３．静電場スクリーンの機能解析研究に用いるモデル生物 

４．静電場スクリーンの実用化研究に用いる標的生物の概要 

５．電場忌避試験に用いる検定生物 

３章 単印加・単極型静電場スクリーン（SM-スクリーン）の開発とその利用 

６．温室内特定空間の遮蔽 

７． 温室全体空間の遮蔽：収穫期トマト温室のうどんこ病防除 

４章 単印加・双極型静電場スクリーン（SD-スクリーン）の開発とその利用 

８．双極型静電場スクリーンの害虫捕捉メカニズム 

９．SD-スクリーンによる温室病害虫の防除 

10. ポストハーベスト害虫の防除 

５章 両印加・双極型静電場スクリーン（DD-スクリーン）の開発とその利用 

11．捕捉型静電場スクリーンの開発とその利用 

12. 平板被覆体を用いる DD-スクリーンの作製 

６章 静電気工学における関連技術の展開（１）静電捕捉技術の応用 

13. 胞子静電捕集装置の考案とその利用   

７章 静電気工学における関連技術の展開（２）放電技術の応用 

14．オゾン生成型静電場スクリーンの考案 

15. プラズマ気流局部照射装置の考案とその利用   

引用文献と参考図書 

参考資料（静電場スクリーン研究の成果とその公表） 

おわりに 

 
３．本研究と関連した今後の研究計画 

 
本書の内容を｢目でみる静電場スクリーンの構造と機能｣と題し、ビデオ映像とアニメーションに

構成された DVD を発行する予定である。これにより、読者が本書の内容を視覚的観点から効果的

に理解できると考えている。 
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